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２
０
１
４
年
11
月
15
日
、
前
回
解

散
し
た
岡
崎
か
ら
の
旅
。
家
康
生
誕
の

岡
崎
城
を
見
学
し
て
か
ら
、
岡
崎
の
27

曲
が
り
と
し
て
知
ら
れ
る
岡
崎
宿
を
歩

い
た
。
岡
崎
城
下
の
東
海
道
は
、
城
の

近
く
を
通
ら
な
い
よ
う
に
曲
げ
ら
れ
、

宿
場
の
長
さ
は
１
里
51
間(

４
・
02
㌔)

も
あ
っ
た
。

よ
う
や
く
岡
崎
宿
江
戸
口
に
た
ど

り
着
き
、
藤
川
宿
に
向
か
う
。
秋
葉
神

社
常
夜
燈
や
東
海
道
碑
が
並
ぶ
旧
道
を

歩
き
、
藤
川
宿
入
口
の
松
並
木
に
着
い

た
時
は
日
没
近
か
っ
た
。
宿
場
の
中
ほ

ど
に
あ
る
脇
本
陣
は
門
が
残
り
、
建
物

の
一
部
は
資
料
館
に
な
っ
て
い
る
。
隣

の
本
陣
跡
は
高
札
場
と
冠
木
門
が
復
元

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
は
、
今
年
３
月
で
営
業
を

や
め
た
赤
坂
宿
の
大
橋
屋
で
泊
ま
っ

た
。
広
重
の
浮
世
絵
に
も
描
か
れ
た
大

旅は
た

籠ご

で
、
表
に
掛
け
て
あ
る
大
ち
ょ

う
ち
ん
、
中
庭
の
石
灯
籠
な
ど
昔
の
面

影
を
残
し
て
い
て
、
江
戸
時
代
の
旅
人

気
分
で
あ
っ
た
。

翌
日
、
本
宿
ま
で
引
き
返
し
、
法

蔵
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
新
撰
組
隊
長
・

近
藤
勇
の
首
塚
と
胸
像
を
見
て
、
赤
坂

宿
に
向
か
っ
て
歩
い
た
。

赤
坂
宿
は
、
昨
日
泊
っ
た
大
橋
屋

の
ほ
か
は
、
本
陣
の
門
が
一
つ
残
る
だ

け
。
次
の
御
油
宿
の
入
口
に
は
、
日
本

一
と
い
わ
れ
る
松
並
木
が
残
る
。
本
陣

跡
は
碑
だ
け
だ
が
、
連
子
格
子
の
家
並

み
が
残
り
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
し

の
ば
せ
る
。

２
０
１
５
年
の
初
歩
き
は
３
月
28

日
、
豊
川
稲
荷
に
参
拝
し
て
か
ら
吉
田

宿
に
向
か
っ
た
。

旧
道
を
歩
き
、
豊
橋
を
渡
る
と
吉

田
宿
。宿
場
入
口
に
あ
る
西
惣
門
跡
は
、

門
の
下
側
を
切
っ
て
台
の
上
に
置
い
て

あ
り
、
な
ん
と
も
悲
し
い
姿
で
あ
る
。

本
陣
、
脇
本
陣
は
碑
の
み
。
吉
田
城
跡

は
、隅
櫓
が
復
元
さ
れ
て
建
っ
て
い
る
。

五
分
咲
き
の
桜
が
映
え
て
美
し
い
。

豊
橋
駅
近
く
で
泊
ま
り
、
翌
日
、

二
川
宿
に
向
か
っ
て
歩
く
。
途
中
、
昔

か
ら
観
音
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
る
岩
屋

観
音
に
寄
り
道
し
た
。
行
基
作
の
千
手

観
音
像
が
祭
ら
れ
、
岩
山
に
は
大
小
の

石
仏
が
祭
ら
れ
、
山
頂
に
青
銅
の
観
音

像
が
立
っ
て
い
る
。

二
川
宿
本
陣
は
、
東
海
道
に
は
２

か
所
し
か
現
存
し
な
い
本
陣
の
一
つ

で
、
豊
橋
市
が
江
戸
時
代
の
姿
に
復
原

し
て
公
開
し
て
い
る
。
隣
に
は
、
旅
籠

屋
・
清
明
屋
が
改
修
・
復
原
さ
れ
て
い

る
。
併
設
の
資
料
館
は
、
江
戸
時
代
の

街
道
や
宿
場
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
興
味
深
い
展
示
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

清
水
計
枝
（
64
期
）

愛
知
県
豊
橋
市
の
二
川
宿
本
陣
で

　

や
ま
び
こ
句
会
も
発
足
し
て
約
３
年

に
な
る
。
句
会
は
児
玉
一
江
先
生
の
指

導
の
下
当
季
雑
詠
で
行
っ
て
い
る
。
月

１
回
の
句
会
当
日
ま
で
に
５
句
を
そ
ろ

え
る
の
に
い
ま
だ
に
四
苦
八
苦
の
状
態

で
あ
る
。
俳
句
の
楽
し
み
は
作
る
こ
と

と
鑑
賞
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
選

句
で
自
分
の
作
品
が
選
ば
れ
る
こ
と
は

励
み
に
な
り
、
ま

た
他
の
人
の
句
を

読
ん
で
思
い
が
け

な
い
斬
新
な
題

材
、
表
現
等
に
感

心
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
も
多
い
。
こ
れ

か
ら
も
季
節
を
感

じ
取
り
楽
し
み
な

が
ら
句
作
を
続
け

た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　

荻
原
隆
治
（
61

期
）

蒼そ
う
て
ん天
に
芽
吹
く
辛こ

ぶ
し夷
や
奥
秩
父　
　
　

  　
（
一
江
）

煌こ
う
こ
う々

と
中
天
に
月
オ
リ
オ
ン
も　
　
　
　
　
（
奉
男
）

凍し

み
豆
腐
か
つ
て
信
濃
の
風
物
詩　
　
　
　
（
正
佳
）

初
買
ひ
の
夢
の
ふ
く
ら
む
銀
座
か
な　
　
　
（
貴
美
）

水
仙
花
入
院
十
日
母
逝
き
ぬ　
　
　
　
　
　
（
太
郎
）

日
だ
ま
り
の
路
地
に
一
輪
返
り
花　
　
　
　
（
隆
治
）

 

秋
天
に
遊
ぶ
白
雲
富
士
の
山　
　
　
　
　
　
（
正
雄
）

水
仙
の
茎
折
れ
て
な
ほ
風
の
中　
　
　
　
　
（
平
六
）

凍い

て
し
夜
の
時
の
過
ぎ
ゆ
く
写
経
か
な　
　
（
前
歩
）

天
ぷ
ら
の
楤た

ら

の
芽
蕎そ

ば麦
を
引
き
立
て
り　
　
（
孝
昭
）

や
ま
び
こ
句
会
（
11
月
〜
２
月
）

句
会
の
楽
し
み

　

や
ま
び
こ
句
会

東
海
道
53
次
の
旅（
４
）

岡
崎
か
ら
二
川
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音
楽
家
・
コ
カ
リ
ナ
演
奏
家

    

黒
坂
黒
太
郎
（
正
文
） 66
期         

　
　
　

 http://w
w
w.kocarina.net/

征
矢
野　
進
一
（
69
期
）

神
田
美
容
外
科
形
成
外
科
医
院

院
長
・
医
学
博
士

千
代
田
区
鍛
治
町
二
❘
七
❘
二

　
〇
三
❘
三
二
五
七
❘
〇
一
一
一


